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手づかみに大歓声
ーふるさと川魚つかみどり大会一

今年で10回目を迎えた［ふるさと川魚つ力、みどり大会j

が8月9目、桜町の小川橋詰で行われ、大勢の親；子連れ

がつめかけました。

このつかみどり大会は、朝日町ライオンズクラブと朝

日内水面漁協が開催しているもので、舎や夏休みの恒例

行事。ヤマメやイワナ、 ニジマス、ウナギなど4,800匹

が放流されると、吾供も大人も水しぶきに歓声をあげな

がら、魚のつかみどりを楽しみました。



日
朝日町

議会議員選挙
投票率は86.01パーセント

稲

村

功

松

倉

彰

夫

大

平

吉

作

河

内

邦

洋

川

端

券

吉

・理・

住
民

1aの
代

が表

8
月
お
日
任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町

議
会
議
員
選
挙
は

8
月
4
日
に
告
示
さ

れ、

9
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
か
ら
定
数
が

2
人
減
の

日
人
と
な
り
、

4
日
の
告
示
と
同
時
に

ω人
が
立
候
補
。
9
日
に
行
わ
れ
た
即

日
開
票
の
結
果
、
新
人
4
人
を
含
む
同

人
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

新
吾主主
5我

の

顔

ぶ

れ

（
敬
称
略

・
得
票
順
）

貝

水

島

水

野

甚

之

輔

友F明「
無所属新① 焼1346
無鞍・ 50歳

吉

江

守

照

自民現③ 草野386
1里容業.57歳

河

内

正

美

松

下

宏

平

崎

知

勝

梅

沢

益

美

中

陣

将

活雪夫

広
田

誼

開

票

結

果

水

島

友

9
9
1
・6
5
5
票

吉
江
守
照

8
9
3
票

水
野
甚
之
輔

8
3
7票

大
森
憲
平

7
5
8
票

中
陣
将
夫

7
2
8票

広
田

誼

7
2
5票

稲

村

功

7
0
5開
示

大
平
吉
作

6
7
5票

川
端
券
古

6
2
6票

松
倉
彰
夫

6
0
4票

河
内
邦
洋

5
5
3
・0
8
9
票

小
川
慶
二

5
4
1票

河
内
正
美

5
2
8
・9
1
0
票

平
崎
知
勝

5
1
0票

松
下
宏

一

4
9
1
票

梅
沢
益
美

4
8
5票

脇
山
勝
昭

4
4
0票

水
島
盛
夫

2
8
6
・3
4
4
票

前
川
俊
男

2
3
6票

V
投
票
総
数l

l
，7
6
3
票

V
有
効
投
票1

l
，6
1
4
票

1
4
9票

V
無
効
投
票

mi・
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「
平
稲
の
香
俳
句
会
」
を
開
催

4
p
皆
さ
ん
か
ら
の
多
数
の
投
句
を
お
待
ち

l
て

朝
日
町
に
は
、
俳
聖
芭
蕉
が
「
奥

の
細
道
」
の
旅
の
折
、
越
中
で
読
ん

だ
「
早
稲
の
香
や
分
け
入
る
右
は
有

磯
海
」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。
平
成

ア
年
に
は
、
芭
蘇
ゆ
か
り
の
市
町
村

や
関
係
縄
問
に
よ
る

「奥
の
細
道
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
広
く
俳
句
を
読
み
、
俳
句
に
親

し
み
、
俳
句
を
楽
し
む
「
早
稲
の
雷

俳
句
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
句
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
句

雑
諒
（
未
発
表
句
に
限
る
）

1
人
5
旬
以
内

応
募
資
格

朝
日
町
在
住
者
・
勤
務

者
（
在
学
生
）

選

者

松
倉
悟
霊
、
尾
崎
泊
語
、
川

上
ゑ
み
子

締
切
り

9
月
お
日
掛

投
句
先

教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
館

投
句
料

無
料

投
句
要
領

所
定
の
用
紙
ま
た
は
原

稿
用
紙
に
楢
岱
で
記
載
し
、
住
所
、

氏
名
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
役
場
受
付
け
窓
口
、

い
ま
す
；

あ
さ
ひ
総
合
病
院
受
付
け
、
教
育
委

員
会
、
生
涯
学
習
館
、
な
な
い
ろ
K

A
N
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
サ
ン
リ
ー
ナ
、
農
協
、
金

融
機
関
、
郵
便
局
、
泊
駅
、
ア
ゼ
リ

ア
、
ア
ス
カ
に
あ
り
ま
す
。

投
句
者
の
う
ち
希
望
者
に
は
投
句

集
を
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
優
秀
作

の
う
ち
特
選
句
に
は
賀
状
と
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
は

叩
月
引
日
出
か
ら
け
月
3
日

ωま

で
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
第

一
研
修
室

で
展
示
公
開
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
会
役
場
内
線
3
2
2）へ。

t量、・”

ぜ
ひ
、
乙
翻
鵬
〈
柑

hsu

2, 191人が参加

16都府県、83市区町村から

第15回全国ビーチボール

”
い
つ
で
も
、

も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ“

制
川
町
で
誕
生
し
た
ピ
ー
チ
ボ
ー

ル
。
A

ー
で
は
叫
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
全
凶
谷
地
に
将
反
し
て
い
ま
す
の

9
川
印
、
日
け
に
は
閉
門
川
文

化
体
内
セ
ン
タ
ー

「サ
ン
リ

l
ナ
」

を
主
会
場
に
、
今
年
で
印
刷
H
門を

迎
え
る
全
国
ピ

l
チ
ボ
l
ル
競
岐
し入

会
が
州
俄
さ
れ
ま
す
。

今
大
会
に
は
、九七
同
川
町
畑
山
川
県

別
市
区
町
村
か
ら
3
8
7
チ
l
ム、

2
．1
9
l
人
の
選
手
が
参
加
す
る

予
定
で
す
。

ど
こ
で
も
、

だ
れ

と
し
て

競妓大会

387チーム、

9
月
印
日
出
午
前
8
時
特
分
か
ら

9
月
日
日
間
午
前
8
時
却
分
か
ら

~・
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島崎

節
供
同白
出
世
瓦，

Msra邑

若
島
洋
介
・健
五
口
・
直
子
さん

（
松
涛
町
出
身
）

若
島
さ
ん

一
家
は
両
親
、
長
男
、
次
男、

長
女
の
五
人
家
族
で
す
。
今
年
の
四
月
、

手日

川
口
友
幹
くん

境
の
川
口
俊
也

・
容
子
さ
ん

夫
裂
の
長
男

（
平
成
8
年
2
月
ロ
日
生
）

中：
巨ヨし

~夫殿 古語ま
示裳町 羊
白のの手乏み
尋長中 原
. c: 女 Sl;~言λ

活委τ’

14 
日春 ん
生美
）さ

ん

長
女
の
直
了
さ
ん
が
航
空
自
制
隊
に
入
隊
。

す
で
に
長
切
の
洋
介
さ
ん
は
海
上
’
U
衛
隊
、

次
引
の
他
h

け
さ
ん
は
陀
し
れ
揃
隊
で
市
制
小
。

全
川
で
も
珍
し
く
、
一一．
比
弟
そ
ろ
っ
て
陀

海
告
の
各
自
衛
隊
に
入
隙
し
て
い
ま
す
。

人
隊
の
動
機
を
例
う
と
、
「
山
分
が
ど

こ
ま
で
や
れ
る
か
を
試
し
た
か
っ
た
」
と

洋
介
さ
ん
。
「
戦
車
に
衆
り
た
か
っ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
兄
が
向
衛
隙
に
入
り
影
響

を
受
け
た
」
と
健
在
さ
ん
。
「
応
初
は
興

味
が
な
か
っ
た
け
ど
、
何
人
れ
尚
代
と
般

し
た
時
、
や
り
が
い
あ
る
仕
引
だ
と
思
っ

た
」
と
凶
下
さ
ん
。

別
夜
、
洋
介
さ
ん
は
海
l
長
と
し
て
京

都
府
舞
鶴
市
で
、
護
衛
鯨

「じ
ん
つ
う
」

に
梁
り
込
み
通
信
の
仕
事
に
従
事
。
健
吾

さ
ん
は
陸
士
長
と
し
て
、
滋
賀
県
今
津
町

の
第
十
戦
車
大
隊
で
戦
市
の
装
填
子
。
直

ノ
ず
さ
ん
は
こ
等
宜
上
と
し
て
、
崎
五
県
熊

ハ
什
ド
山
の
第
内
側
科
学
校
で
通
信
を
は
じ
め

と
す
る

γ業
を
。

二
人
そ
れ
ぞ
れ
に
雌
し

く
も
光
夫
し
た
毎
川
を
送
っ
て
い
ま
す
。

村
棋
を
伺
う
と
、
洋
介
さ
ん
は

「A
f
後

も
向
術
隊
を
続
け
、
今
の
仕
事
を
極
め
て

い
き
た
い
」。

健
吾
さ
ん
は
「
だ
れ
に
も

負
け
な
い
よ
う
な
戦
車
の
操
縦
者
に
な
り

た
い
」
。
直
子
さ
ん
は
「
今
は
与
え
ら
れ

た
仕
併
を
が
ん
ば
り
、
い
ず
れ
は
語
学
を

生
か
し
た
仕
引
を
し
た
い
」
と
力
強
く
日

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
般
に
向
か
っ
て
、
が

ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
汗
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

・理・

か
な
う
と
い
い
な
あ

絵
理
さ
ん
（
平
柳
2
区）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
夢
は
、
吾
護
婦
に
な
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

三
年
前

に
祖
父
が
心
臓
の
手
術
を
し
た
と

き
、
省
護
射
さ
ん
が
「
痛
い
｝
と
一一一

っ
て
い
る
祖
父
に
や
さ
し
く
戸
を
か

け
て
い
た
か
ら
で
す
。

畑

ま
た
、
亦
ち

‘
ゃ
ん
が
生
ま
れ

E

て
く
る
時
に
、

四
手
伝
い
を
す
る

看
護
婦
に
も
な

り
た
い
で
す
。

鈴
木
大
和
く
ん
（
山
崎
新
）

山
崎
小
川
ア
校
六
年

伎
の
夢
は
、
水
泳
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
山
場
し
て
令
メ
ダ
ル
を
と
る
こ

と
で
す
。
明
白
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

水
泳
を
明
日
っ
て
い
て
、
得
怠
な
ス
ポ

ー
ツ
だ
か
ら
で
す
。

い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場
し
て
優
勝

し
た
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、

そ
の
た
め
に
も

努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

小巻さん （23歳下山新）

一一菓子処みずしま 一

野村

「清水町j

元気・やる気・気合い十分！！
「いつでも どこでも だれでもJと朝日町で発祥した

のを機に、ビーチポールのとりこになった清水町住人の集
まりです。

毎週水曜日と金曜日の2回練習をしています。練習の様

子をちょっとのぞいてみましょう。午後7時50分ごろ、 f集
まったし、そろそろやるけjの一声でいさ練習の開始。す

ぐゲームです。 Iえいっリ IどこどこJrそれ!Jrしゃ、どこ
に打つがJIあい～つjIうまし＼j「何食べてきてそんなに元

気ながけjなどかけ声が響きます。笑いあり励ましあり。

和気あいあいとした中にもちょっぴり緊張感があリ、やる

気 －元気がみなぎっています。

現在2チームが活躍中です。まず40代チーム。油がのり

きった6人です。いつもは女らしく、しとやかなのですが、

いざボールを持つと、しとやかさはどこへついつも気合い

十分です。近年は県体に出場したり、朝日町で開催される

全国ピーチポール大会に出場したりと実力もついてきまし

た。特に昨年度の全国大会では、強豪チームを倒し3位に

入賞した実績もあります。今は10同に行われる新川大会に

優勝し、 fジャパンカップに行こうJを合言葉に練習に励ん

でいます。次に30代チーム。初心に返ってトス、アタック、

レシーブを原点から見直し、話し合いを重ねながら練習を

しています。まず1勝。それから徐々に優勝をねらいます。

皆さん。一緒に健康と美容、そして勝負の楽しさを昧わ
ってみませんか。

柚
木
壮
之
く
ん

桜

愛
さ
ん

（
桜
町
）

一ハ
簡
山
小
川
子
校
しハ作

私
の
拶
は
、
単
一
誠
一
を
歌
う
人
に
な

る
こ
と
で
す
。
私
は
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
お
父
さ
ん
に
、
蛍
詔
を
聞
か
せ
て

も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
歌
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
に
も
歌
の
楽
し
さ
を
知
つ

た
り
、

歌
を
好

h

‘，r川、e
き
に
な
っ
て
も

・
開
ニ
一．vら

い
た
い
の

で
、
積
一
目
的
を
歌

う
人
に
な
り
た

い
で
す
。

旅
行
に
出
掛
け
て
み
た
い

昨
年
の
三
月
か
ら
店
頭
で
お
孫
子

の
販
売
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
最
初

の
こ
ろ
は
商
品
名
を
党
え
る
こ
と
や

包
装
に

T
川
取
り
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
職
場
は
家

般
的
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
、
お
客
械

に
は
笑
顔
で
の
応
対
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
則
は
マ
ロ
ン

ケ
l
キ
が
お
納
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

特
に
趣
味
ら
し
い
も
の
は
な
い
ん

で
す
が
、
休
日
に
は
料
開
を
作
っ
た

り
、
ぷ
だ
ち
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
も
好
き
な

の
で
、
時
間
と
お
令
が
あ
れ
ば
、
遊

園
地
や
溺
泉
な
ど
に
川
掛
け
て
み
た

い
で
す
ね
。

結
舶
は
こ
、
一二
年
の
内
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
理
想
の
タ
イ
プ
は
明

る
く
て
、
心
の
広
い
人
で
す
。

、，
，，，
a
e
s
’’’
e
t
i
t
i
－－’』
’’g
’’
e
t
t

，，J

一

広

報

係

で

は

「

ふ

れ

愛

一

－
こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

一

－
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

一

一
ル
l
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

一
「
出
て
み
た
い
」

「
出
し
て

一

一
あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

一

一
ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

一

一

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。

一

r
s
e
’’’’’
o
t
’’’l
l

－－’
a
s
s
’’
’’o
’’
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川
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い
い
竜
丸
会
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U
H
M
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h

h
品
世
h
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L
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F
－
昆
拍

川
U
わ

満
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内
町

内
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司
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岬
概
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の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’
』（

オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
正
体
は
〕
（3
蹴
児
）

部
屋
の
中
を
何
か
が
通
り
抜
け
ま

し
た
。

A
hZ

「
あ
っ
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
が
飛
ん

で
い

っ
た」

K
〈ん「
ど
こ
に
、
ど
こ
に
つ
・
」

A
f
「
ビ
ュ
ー
っ
て
飛
ん
で
い

っ
た

に
か
」

k
i
「先
生

オ
ニ
ヤ
ン
マ
っ
て

.. 

｛桃
太
郎
に
お
願
い
〕（3
戒
児
）

夏
だ
と
い
う
の
に
、
お
日
様
は
な

か
な
か
頗
を
出
さ
ず
、
需
が
ゴ

ロ
ゴ

ロ
な
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

保
偲

「お
宅
ど
う
し
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鴫

る
が
や
ろ
ね
」

T
i
「き
っ
と
、
，寸前
の
中
に
鬼
お
る

か
ら
や
ぜ
l
」

保
母

「そ
う
や
ね
。
ど
う
し
た
ら
い

い
や
ろ
l
」

M
A
「
桃
太
郎
に
お
願
い
し
て
、
鬼

や
っ
つ
け
て
も
ら
え
ば
｝~~® 

8
m
w
eイ
又

〔問
題
〕

①
節
目
川
A
K
川
ピ

l
チ
ボ

i
ル
続

技
大
会
に
は
阿
部
州
出
か
ら
の
参

加
が
あ
る
つ
－

A
日

8
同

c
m

②
町
政
功
労
表
彰
は
何
人
の
万
（回

体
合
む
）
が
受
賞
し
たつ・

A
門

M

8
日

C
同

③
川
の
夫
術
民
は
今
年
で
川
川
川
つ
－

A
ゆ

B
m
c引

〔泌
募
方
法
〕

A
H
は
が
き
に
符
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
内
い
て

9
ハ
は

U

（
当
日
前
印
制
効
）
ま
で
役
場
総
務

課
秘
占
広
報
係
（
一T
m
s
O
7
9

3
朝
日
川
道．
卜
l
l
3
3）
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
阿
川

み
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
前
川
の

中
！
選
行
は
挫
瀬
沖

f
さ
ん
、

D
U
N

R
さ
ん
、

けれ
の．
ト
ノ
ド
峨
に
決
ま
り
ま

し
た
。

※
今
同
は
多
数
の
投
稿
が
あ
っ
た
た

め
イ
ラ
ス
ト
は
ク
イ
ズ
正
解
者
か
ら

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

，吋二
ν宅
十
川小
会
ヂ
v
弔

問

一三
該判

WV川

－Y
μ
説

内

W
J
’刺
ヤ
川
、

α

圃

ゐ

久

山

。

山

c
a句
、ム＼
、

D

e
4》
ゆ

l

よ
J

ぷ
州

い

鬼
の
こ
と
」

保
局
「
ガ
ォ

1
っ
て
出
て
く
る
か
も

よ」

k
i
「キ
ャ

1
」

保
母

『ご
め
ん
ご
め
ん
鬼
じ
ゃ
な
い

ょ
。
オ
ニ
ヤ
ン
マ

っ
て
ト
ン
ボ

企H.N.ょっき君（？）

の
名
前
や
よ
」

K
L
「あ
l
よ
か

っ
た
」

梅雨明け宣言もなく夏が終わ

り、秋へと季節が移り変わって

います。お益の墓参りも雨の合

間を見つりで行くような天候の

中、衆議院の補欠選挙が繰り広

げられました。候補者はもとよ

り支援者のご労苦に、閉じ選挙

で選ばれる者としてよく理解し

ているところです。当選された

方には公約を一つ一つ実行して

くださるようお願いします。ま

た、今年に入り4回目の選挙と

なりました。選挙管理に携わっ

た方々 や職員に、厚く感謝して

おります。

稲刈りも始まったようです

が、この長雨で作柄が心配です。

ところで、食生活が多様化し、

お米を食べなくなったと言われ

ていますが、国民一人当り茶わ

ん一杯多く食べることで余剰米

の解消につながります。農家の

生産怠欲がなくなることも心配

ですが、品質の良い米には需要

はあります。農家の方にはしっ

かり生産していただくようお願

いします。

闘の予算に大型補正があると

か。当町にとっても受け入れる

チャンスであり、体制づくりを

と考えています。情報化、生活

基盤整備、福祉 ・医療などなど

－。頭の摘し、選択がある状態

で、秋涼の候に移ります。信任

を得られました新議員の方々 と

一緒に、町民のために町政を進

めていきたいと思っております

(8月24日記）

〔
影
ふ
み
〕

（

2
歳
児
）

散
歩
の
途
中
、

S
ち
ゃ
ん
の
影
ふ

ー
ん
だ
。
A
ち
ゃ
ん
の
彬
ふ
ー
ん
だ
。

企神楽（？）

・調・



． 
平成
10年度

四丁
正之
功
労
ゑ
早iヨ巳ノ7 

． ． 

～功績を

たたえて～

朝

H
町
の
発
足
記
念
日
で

あ
る

8
月

1
H、
役
場
4
附

大
ホ

l
ル
で
平
成
叩
年
度
の

町
政
功
労
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ミ 朝日町ム 表彰式ど
町
内

P
Hは

竹
内
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
H

本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
和
裁
の
道

一

筋
に
精
励
し
、
富
山
県
和
裁
組
合
の

理
事
を
務
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
和

裁
教
室
を
開
設
し
て
多
数
の
生
徒
の

育
成
と
伝
統
文
化
の
保
存
と
技
術
の

刷
ヒ
に
掠
め
、
地
域
の
産
業
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

同
同
閉
山
凶

市
部
さ
ん
は
、
出
保
外
2
地
区
用

水
専
門
委
只
と
し
て
同
年
川
に
わ

た
り
、
地
域
政
業
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

医療の現場から
あ
さ

lリ:I!£ 
石し査
拓？健
也ゃ震
医費
Bヰ 小守
1、と

今
回
、
炎
惨
を
受
け
ら
れ

た
の
は
環
境
一
郎
生
、
産
業
経

・
折
、
教
白
文
化
、
徳
行
に
そ

れ
ぞ
れ
功
労
の
あ
っ
た
ロ
人

と
1
団
体
で
す
。
（
敬
省
略
）

踊れの表章2を受けられた皆さん。前列左から.fill下三郎さん、米丘亙縫さん、魚海町民、河村緩袋、中島
言語Eさん、平野さん、後91J左から大久保中秋さん、羽田町建具m同組合、吉田みっさん、竹内野子さん、
南部正ーさん、申Al!ーさん ｛藤濠彦平さん、泡I色発銀さん、伊東憲ーさんは欠Nl

故
乎
野
清
川
門
出
凶
］

平
野
さ
ん
は
、
南
保
外
2
地
区
用

水
場
門
委
員
と
し
て
日
年
7
か
月

に
わ
た
り
、
地
域
民
業
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

中
島
徳
一

｛

Z
n訂

中
尚
さ
ん
は
、
出
保
外
2
地
区
同

水
専
門
愛
は
と
し
て
川
年
4
か
片

に
わ
た
り
、
地
城
山
業
振
興
に
以
、
・
刈

さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
中
秋

（桜
町・
は
じ

大
久
保
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り

鍛
柏
崎
人
と
し
て
技
術
の
向
L
L

に
努

め
、
伯
ナ
タ
な
ど
の
伝
統
と
技
術
を

縦
原
し
て
地
域
の
産
業
経
済
の
振
興

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
道
一

筋
の
職
人
と
し
て
他
の
模
範
と
な
っ

て
い
ま
す
。

同

副
正
拾
得

（姪
谷

友

米
任
さ
ん
は
、
明

n川
芭
人
ク
ラ

ブ
迎
合
会
役
目
（
会
民
、
州
会
民
、

理
ポ
）
H

ぷ
び
制
下
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
民

と
し
て
川
年
間
に
わ
た
り
、
主
人

ク
ラ
ブ
組
織
の
連
常
発
民
に
M

時
点
さ

れ
ま
し
た
。

国
防
ド
問

中
山
さ
ん
は
、
南
保
高
寿
会
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
け
年
聞
に
わ

た
り
、
組
織
の
迎
蛍
発
展
に
尽
力
し

た
ほ
か
、
地
域
に
即
し
た
奉
仕
所
助

を
版
附
し
、
地
域
の
聡
段
整
備
に
得

U
V
さ
れ
ま
し
た
。

広
下民
ほ
ほ
い」一

松
下
さ
ん
は
、
制
川
町
身
体
附
刀

好
協
会
会
民
と
し
て

9
年
間
に
わ
た

り
、
協
会
の
発
凶
に
努
め
る
と
と
も

に
、
会
員
の
白
立
記
生
前
動
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
社
会
栴
祉
の
山
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

一去同
M
Mノ

山
間
さ
ん
は
、
判
円
川
付
子
保
健

推
進

H
と
し
て
川
年
間
に
わ
た
り
、

家
低
訪
問
や
屯
話
に
よ
る
缶
純
乳
幼

児
検
診
勧
奨
や
舟
税
制
談
な
ど
の
排

進
的
動
を
行
い
、
地
域
の
月
下
の
月

下
保
健
の
向
k
に
川
崎
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
閣
支
持
持

率
支
）

堀
地
さ
ん
は
、
出
保
外
2
地
区
則

水
専
門
委
員
と
し
て
初
年
聞
に
わ

た
り
、
地
域
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

大
家
注
・
乃
成
）

伊
東
さ
ん
は
、
学
校
医
（
内
科
）
と

し
て
特
年
間
に
わ
た
り
、
川
町

・

生
徒
の
検
設
以
び
健
保
附
進
に
馬
力

さ
れ
ま
し
た
。

同
M
wf建
具
い
間
同
怜

制
円
町
建
具
協
同
組
合
は
、
は

年
間
に
わ
た
り
4
月
川
刊
を

「良

い
戸
の
U
」
と
し
て
、
組
合
員
の
以

能
を
前
か
し
た
保
育
所
や
公
共
施
設

等
の
建
具
修
理
の
窄
仕
市
助
を
行

い
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

知っていますか？
ぜんリっせんひだいし＂＇う

前立腺肥大症
今回は殿方無の話です。

男性は年をとると、おしつこが

出にくくなったりトイレが近く

なったりします。その原因の一

つに前立腺肥大症があります。

前立腺は男性の腸脱（原を溜

める袋）のすぐ下にあり、その

中を尿道が通っていますので、

前立腺が肥大してくると尿道を

圧迫して尿が出にくくなります。

近年、高齢化や食生活の殴米

化に伴い50歳以上の4人に1

人が、この病気にかかっている

-

町
民
ゲ
l
ト
ポ
1
ル
大
会
（
ズ
川
文
化

体
行
セ
ン
タ
ー
※
以
．
卜
文
体
セ
）

V
地
医
対
抗
l
的
川
大
家
庄

2
位
五

問
問

3
位
的
2
ば
V
ク
ラ
ブ
対
抗

l
似
宮
崎
A

2

位
薬
師

3
位
好

友
会
8

七
夕
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（父

入
呂
町
舟

見）個
人
2
位
佐
々
木
剛

町
女
子
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会
（
y
よ
体

セ）－
位
川
町
友
会

B

2
位行
M

川崎

3
位

的
一，

R

朝
日
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
大
会
（一石
文
体
セ
）

V
山
子
2
山
λ
川
附
人
・
良
能
倣
大
相

3
山
肌
板
掛
川
川
刊
組
V
久
子
2
仰
山
崎
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兵
組
3
似
M

仙
波
利
代
・
杉
本
栄
子
制

県
柔
道
体
璽
別
選
手
権
（
垢
小
杉
町
）

V
成
作

η
川崎級
l
位
安
連
作
樹
V
少

年
間
以
縦
l
位
耐
戊
市
山
気

県
中
学
陸
上
総
合
選
手
権
大
会
（Y
同

一一－

m競
技
A
2位
大
久
保
開
絵

全
国
ピ
l
チ
ポ
l
ル
大
会
町
予
選
（－
4

3
不
文
休
セ
）

V
山
子

－
A
ク
ラ
ス
l
杭
宮
崎
8
8

2
純

N
W
O

ス
i
仰
山
崎
臼

B

C

2
杭
大
家
山

ピ
l
チ
ボ
ー
ル
愛
好
会
・

C
ク
ラ

ス
l
位
大
家
作
ピ
ー
チ
ポ
l
ル
愛
川
町

c 
H 

・
8
ク
ラ

l
位
大
家
ぽ

筒
陀

町
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
大
会
（
χ
5矢

文
体
セ
）

V
男
子
1
位
南
茂
恵
辰

・
哀
問
実
組

2
位
数
家
訓山口継

・
占
井
両
人
組

V
女
チ
1
位
米
間
二
和
チ

・
肘
波
和

代
組

2
位
迫
同
市
美
組

北
信
越
中
学
総
体
（
χ
3
r・石
川
県
）

2
位
山
崎

9月のスポーツ

・ピーチボール審判請=fl>I会

2日（；）＜）.3日（水） 19:30～文体セ

・郡クラブ対抗野球大会
6円（[I) 9:00～ 

と言われています。

o尿の勢いがない。

。夜中2回以上おしつこに行く。

O排原後に残った感じがする。

といった症状から気付くことが

多いようです。また、前立腺肥

大症と同じような症状が出る病

気があります。前立腺がんや慢

性前立腺炎などですが、自分で

3
位
五

小川11グランド

文体セグランド9:00～ 
・朝円中学校運動会

6H（日）

会

2
似
州

・
D
ク
ラ
ス
l
仰
い

い
ち
こ

2
似
大
家
山
ピ
l
チ
ポ
ー

ル
愛
好
会
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・
A
ク
ラ
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1
位
チ
ェ
リ
ー

ズ

2
位
ビ
ー
ナ
ス

I
位
大
・
家
ぃ
比
レ
タ
ス
ク
ラ
ブ

2
位

遊
夢

・
C
ク
ラ
ス

l
位
ト
ン
ボ

2
位
ス
マ
イ
ル

・
D
ク
ラ
ス
l
位

大
家
陀
ス
マ
イ
ル

2
位
か
っ
さ
か

新
川
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
大
会

（
χ
人
越
川
）

出

r
l位
川
高
校
女
子
2
位
栴
一
同
校

町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
弘

μ
u
t

文
体
セ
）

－
似
大
家
川

2
位
川
2

M

3
山

山
崎
、
パ
関
山

全
日
本
中
学
通
信
陸
上
富
山
大
会
（父

一．．
 

州
説
技
A
2似
大
久
似
即
．
絵

母
と
子
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
テ
ニ
ス
大
会

（ソ
ω
白
山
市
）

付
と
交
の
子
の
・
市
i
杭
大
久
保
栄
チ
・

抑
制

全
国
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会
（－
A
Wん‘

広
島
県
）

C
ク
ラ
ス
l
位
B
i
t
s
（
よ
島
忠
子
）

全
国
高
校
総
体
（りん

1
汽
笛
川
県
）

院
し
し
ん
弘
チ
棚
M
3川
悦
川
以

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（汽

泊
尚
グ

ラ
ン
ド
）

－
B
ク
ラ
ス

柔
道
花
岡
組
級
2
位
河
村
許

第
引
田
県
民
体
育
大
会
（
%
s
m
小

矢
部
市
ほ
か
）
※
I
似
の
み
掲
載

V
陛
上
マ
成
年
男
子

・
制
M
隙
者
向

丸
映
至
マ
少
年
A
－
州側
M
笹
川
泉

・

制
M
防
省
笹
川
泉
V
ピ
ー
チ
ボ

i
ル

マ
男
子
同
級
以
k
N
W
O

圧
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
%
阿
川
町
）

4
キ
ロ

一
般
タ
チ
3
位
市
沢
悦
ιJ

・第15凶全国ピーチポーjレ競技大会
12日（土）・13日（日）文体セ .il'I尚校

・三国［選抜野球大会
2orHw・2711<11)9:00～文体セグランド

きみさとIトグランド

文｛事セグランド

・新川地区中学新人大会（パスケ.~！J ill· 柔辺）
25Fl（金） ・2611（よ） 9: 00～ 文体セ

・さみさと小学校運動会
20卜l(LJ) 9 :oo～ 

・秋季県学賞野球大会
2611( I・） 9:00～ 

判断せず、きちんと医師の診断

を受けることが大切です。

前立腺肥大症の治療法には薬

による治療と手術による治療が

あります。症状のコントロール

に薬は有効ですが、根本的な治

療には手術（お腹を切らなくて

もすむ手術もあります）が適し

ています。

50歳を超えた男性諸氏、お

気軽にご相談ください。

－・



人をいつく しみ 人を理解し

この心が社会福祉のOである。

人を愛し。人を信ずる。人をいたわり
くらしの情報室

ふくし

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協説会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福祉

団体です。

場所 朝日町福M.センター内

%183-0576 

＠

。
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト

ー
寝
た
き
り
老
人
等
の
方
へ
紙
お
む
つ
を
受
給
｜

仙
川
町
社
会
。
M
M肌
協
泌
会
で

は
、
以
い
川
州
U
A
の
た
め
に
伐
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f店長？「

%183-1100 

F
U
町
営
住
宅
入
居
者

朝日町役場

旭
ケ
丘
団
地

（3
し
D

K）

の
入
屑
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
け
期
間

9
月
3
円
附
か

ら
9
月
日
川
側
ま
で

入
居
資
格

l
、
割
に

M
M伯
し
、
ま
た
は
同

店
し
よ
う
と
す
る
税
肢
が
あ
る

こ
と
。
（市
克
上
、
川
州
制
刷
係

と
刷
械
の
明
的
に
あ
る
行
。
的

姻
の
予
定
行
を
合
む
。
）

2
、
収
入
が
、
人
府
民
桁
収
入

基
準
内
｛
月
制
初
万
円
以
ド
）
で

あ
る
こ
と
。

3
、
現
に
、
住
宅
に
幽
閉
し
て

い
る
こ
と
。

家
賃

月
額

2
o，
8
0
0
1

3
9
8
0
0円

※
入
居
世
情
の
収
入
に
応
じ
て

℃
で
－M
た
き
り
と
な
っ
て
い
る

主
人

ηω
店
々
に
、
紙
お
む
つ

を

μω
おけん川
仰
い
と
し
て
削
り

ま
し
た
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の
お
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仰
い
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川
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行
か
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え
、
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の－
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き
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－
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会川
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桁
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－
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川
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川
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町
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川

5
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一
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町
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勺
イ
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加
冶
刊

．
ど
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細
沼
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v
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川
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一
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企
t
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円

い

べ

似

つ

－

ιυ
明
4
デ

ム
川
ン
叫
附
さ

！

t
籾
郎
除
、
u
－H

川

コ

北

あ

司
1

0

0

伝
人
洋
の
し
代
・℃
一
川
社
川
一
め
が
大

き
な
ぷ
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
が
成
6
年
か
ら
実
胞
似

た
き
り
芭
人
の
山
川
小
山
や
機
能

低
卜
を
附
く
の
を
は
じ
め
、
介

品
川
行
の
れ
判
料
械
を
凶
る
た

め
、
お
む
つ
ト
止
給
引
業
と
し
て

いり
っ
て
い
ま
す

九
ノ
作
は
お
け
叫
仰
に
、
む
門
地
以

ω以
作
仁
会
川
川
市
会
叫
が
制
約

ω・
お
む
を
必
川
し
ま
し
た

一第40回朝日町社会福祉大会一

9月29日（火）午後1時30分

アゼリアホール

特別講演 （午後2時15分～）

講師霊源寺（糸魚川市）住職

川原敏光先生

※入場は無料です。皆さんのお越しをお待

ちしています。

ーふれあい福祉機器展一

9周25日～29日

ショッピングセンタ－rアス力J
センターコート
福祉機器を一堂に展示するほか、

一部実演を行います。この機会

に様々な福祉用具の使い心地を

体験してみてください。

また、介護、福祉、住宅相談にも

応じます。お気軽にお越しくだ

さい。

。問い合わせ社会福祉協議会

。日時

。会場

。内容

決
ま
り
ま
す
。

入
居
敷
金

家
賃
の
3
か
月
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

鎗

設
課
都
市
計
画
係
（
念
役
場
内

線
2
5
2）
ま
で
。

回
第
2
回
あ
さ
ひ
グ
リ
ー
ン

カ
ッ
プ
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

日
時

同
月
8
H附
小
雨
決
行

受
付
け
8
時
初
分
間
会
式
8

時

ω分
競
校
開
始
9
時

会
場

制
川
町
文
化
体
行
セ
ン

タ
ー
多
目
的
広
湯

参
加
資
格

朝
日
町
住
仲
間
の
方

チ
l
ム
編
成

監
督
I
名、

選

手
5
1
8名
（
内
主
将
l
o
h
）、

認
審
判
長
2
名
を
間
忍
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み

チ
l
ム
名
と
詰
任

者
名
を
決
め
、
9
月
mm日
出
ま
で

サ
ン
リ
l
ナ（
告
白
’

1
8
3

8
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
サ
ン
リ
l
ナ
舞
台
技
術
者

養
成
講
座

鈍
ム
け
技
術
院
白
の
広
一
礎
的
な
技

術
を
学
び
、
簡
易
な
舞
台
技
術

を
取
得
し
て
、
文
化
的
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
協
力
で
き
る
人
材

を
必
成
し
ま
す
。

日
時

日
月
随
時
開
催
（
申

し
込
み
者
に
は
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
し
ま
す
。
）
午
後
ア
時
か
ら

く〉日時

。場所
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銀
全
国
大
会
で

中
野
・
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谷
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ん
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彫
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章
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う
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れ
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一
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（
山
崎
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什川
）が
、
ハ
ホ
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あ
る
ぷ
彩
を
MU

V
さ
れ
ま
し
た

中
川
さ
ん
は
、
亡
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が
午
前

お
川
一
千
川
に
会
っ
た
お
礼
に
多
加

ω印
刷
を

ω行
さ
ん
は
礼
会

制
祉
の
向
上

ω
た
め
に
印
刷
機

を
そ
れ
ぞ
れ
川
V

品川・
必
飢
’
げ
に
削

，d
さ
れ
た
こ
と
か
、
今
川
の

A

U
V

ニL
H
〉
酢
』
‘
．
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ごド’

f
，l
来
て
卜
t
f
t
U
て
す

。内容

盤理
米人積極 年齢

貸金 性 g,t策ta所 t軍用 演縄経 D
番号 f'l¥f.'l I・1』 別 体 包 人叙 免 E午 等

妓術者及び 18才～ 180.000～ 
9l 

制月山
2 

ll，卒以よ ｛電気料）

銭術者奥歯い 35才 250.000 日祝他1書世ルン7ーによる1 普通自動態免許

2 一般土木作製ぬ
18..i～ 180.000～ 

~ 
開渇保

2 
沼通自動車免許

60才 300.000 日祝.l1!2!1¥4土fl/臼 ｛守二i？晶車竃晶司の方｝

3 潟帰 ‘ 漣鈴 18才～ 166.400～ 
男

県内の現場
~卒以上

ク リ ー ニ ンク 30才 187.200 包

4 II 事竜 工
18才～ 138.000～ 

易
”。ニm電

メガネ不可30才 203.000 自視、岡田週土曜日

5 自動車釜偏
18才～ 161.000-

男女
車時．向山 自動車澄備士資格

30才 202.000 自他草掴hレンタ’による｝ 叡得者優遇

6 i;r 京社員 30才～ 230.000～ 男 鰯 1111g 2 Oil皐以よ

45才 260.000 女 臼~ ·草・nレンターによる｝ 2 蛋通自動重免2写

7 館ね衛生士
22才～ 165.000～ 

女
鋪 }it川 実務量豊島義1：草以上

40才 170.000 巳祝~ t理Z守ジJ-1レ｝ Si理衛生土免訴

8 鐙 製 ヱ25::1～ 120.960 女
鋤伝’町

4 平崎45才 回復位伊豆ルンヂ＜よる

9 毎売及び商品化 18才～ 700～800 
女

観．平俗
3 不問作業 ・レジ・ 葡典 ~（・·~ ｛”問鎗｝ 他 ｛週休2日制｝

10 伸店 ｛パー ト｝
50才～ 1.000 

女
伺．沼保

3 不問65-1 ｛時周鎗｝ 11!! （画it!の上l

平成10年9月分
ホット求人情報9

時
ま
で

場
所

サ
ン
リ
l
ナ

対
象

悶
歳
以
上
で
朝
日
町
に

在
住
す
る
方
ま
た
は
勤
務
す
る

方内
容

斤
料
、
照
明
、
持
A
H

な

ど
の
川柳同

服
装

作
総
で
き
る
川
川
氏
、
述

動
く
つ

申
込
み

9
川

muω
ま
で
サ

ン
リ
l
ナ（

g
m
’
1
8
3
8）

へ
。
巾
申
込
山
門
は
サ
ン
リ
l
ナ
と

生
慌
字
削
円
館
に
あ
り
ま
す
。

町
救
急
フ
ェ
ア
ー

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
で
き

る
数
命
救
急
処
置
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

品
収
急
山
耶
な
ど
の
縦
一市
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
円以
椛
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

9
川
6
H
m
午
前
川
時

か
ら
午
後
l
時
ま
で

出場所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

「
ア
ス
カ
」

．国

福祉機器を貸出しています

. ！！イス

・床ずれ防止伺

ヱアーマッ卜

・ム一トン円座

ご利用ください。

H83-0576 
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V
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イ
村
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－
ア
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ふ
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ぽ

勺
J
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w

午

市

圏
フ
ァ
、

、テ

＃
小
ハ
山
『

日

こ

の

間

間

曜

江

同国明

火

下山

抽
仰

週
虻

「
l
l』

一旬

新

一柳
川
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ド
M
ラ

ジ
オ

・
ミ
ェ

ー
の
市
川
側
、

「
ス

マ
イ
ル

・
モ
ー
ニ
ン
グ
ア

6

l
」
で、

制
週
火
山
川
け
の
午
前

8
時
5
分
よ
り

『ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
新
川
2
山
3
．川の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
慨
が
欣
淫
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
川
体
を
取
り
上
げ
、

活
動
州
内
や
発
足
経
綿
、
メ
ン

バ
ー
の
録
集
な
ど
を
制
介
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ

一
一度、

地
域
の
情
報
を

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

合 Ii長人情積一，l~l もご利用くたさい．
合くわしいことは、魚海公共..安定所旬日分Ir 官 82・・0198へお問い合わせくだ言い．

次
の
＠
、＠一
、＠
、
の
内
間
違
っ

て
い
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う

＠ 

I .a;:?.0~1￥~ I .. 



札
旬圏

直

町
ふ
る
さ
と
美
術
館

友
の
会
美
術
館
め
ぐ
り

日
時

山
川

l
H
ω
午
前
8

時
初
分
役
場
前
川
発

今，、ぜヨ’
A

行
き
先

長
野
県
臨
時
山
美
術

館
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
美
術
館

ま
か

定
員

初
人
（
た
だ
し
ふ
る
さ

と
美
術
館
以
の
会
会

μの
み
。

人
会
は
随
時
）

参
加
費

5
．
0
0
0川
（
人
館

料
、
い
け
食
代
A
パ
む）

申
し
込
み

ふ
る
さ
と
夫
術
館

｛合

位

a
0
0
9
4）
怒
川
へ
参
加

伐
を
添
え
て
中
し
込
み
く
だ
さ
い
の

くらしの情報室

fi83-・1100 朝日町役場

町
国
の
教
育
口

l
ン

山川
校
、
山
川
専
、
矧
大
、
大
川
子
、

大
乍
院
、
専
修
学
校
な
ど
へ
の

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

F
U
切
歳
を
過
ぎ
た
男
性
の
方
へ

5
前
立
腺
検
診
ス
タ
ー
ト
5

llivii1191 l11f .vr町Jal(i()ll

高
齢
化
、
生
活
環
境
、
特
に
食

生
活
の
敵
米
化
な
ど
に
よ
り
前

立
脱
の
病
気
は
続
年
噌
え
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
前
立
脱
が
ん

は
、
疾
忠

m位
別
で
は
死
亡
附

加
ネ
が
ト
ッ
プ
を
十
日
め
、
檎
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

前
立
脚
検
診
で
の
が
ん
発
比

率
は
約

1
%と
い
わ
れ
、
発
見

怒
は
非
常
に
高
く
早
期
発
見
、

治
械
に
よ
り
完
全
に
治
総
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、

町
で
は
前
立
腺
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

日
時

9
月
初
日
側
午
後
l

時
初
分
か
ら
2
時
初
分

国崎所

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

採
血
、
診
療

5
0
0円

料
金

人
予

・
化
学
資
合
と
し
て
、
同

の
教
一
行
ロ

l
ン
制
伎
が
あ
り
ま

す
。
入
門
子
ま
た
は
ト
代
乍
さ
れ
る

万
の
保
越
街
は
、
ど
な
た
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
l
人
に

つ
き
2
0
0万
円
以
内

利
率

引
い
%

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同

以
令
融
公
町
市
山
文
店
（
8
0

7
6
4
1
引
’

l
1
9
1
）ま

た
は
削
川
町
内
仁
会
（
2
mw
’

2
2
8
0）へ
の

町
交
通
遺
児
へ
の
育
成
資
金

内動車事故対策センター

では、交通治児等への育成

資金の貸付けを行っていま

す。これは、門動車事故が

原因で死亡した方、または

重度の後迫陣容が掛った方

の子郊で、O肢から中学生

のf供を対象に、無利子で

努シ ｜約践め施秋 恒 ll¥J 6セ貸
① ごみ総排出量対比（単位：トン）

8 枚も て才
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み、レど 守、‘。A'J;>5 -i'T 。通交安ら j 交 だ 6x動で 300 
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100 

す l 越な をと
l氏ー l~Ji ’I~ ををか．まゆ 全 へO 対

ζ 力.I く11：・ l次 災荷突で、 お 7 i夜 。
6月分 7月分

に. • I’ ＋宇In

4月分 5月分

つ民，心イ と請負工事発注状況（500万円以上）
②資源回収総量対比 （単位：トン）
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7シ〆安 10.0 
主わなてと

道路軍樟車時交付金n
ド111線 JO年IOM 24.465.000 小松~ぷ｛降i 建設課

ト＿.，..＿＿ 7年度 なるいき
町迫骨培F野主＇＂輯~fill以 1:·r.

5 5.J 1一・一9←・ー－－ 1~年年度度 し L、もくは
蝿 ·H崎i~J;•Jヰ迫F掴事E

境封筒 10年12R 14.122.500 Uil * 1:!; r. ~ it.1判財政.:ii
よとのよ

トト＋？ン11m曜~ltibl(µ~暗【事

三いはうマ
境・H崎桶ii＇‘周辺霊園事E

境＆~ 10年121-l 12.96i.500 （陶アラカワ rtそ副Hれ政諜 。
4月分 5月分 6月分 7月分トトキり7当事mum隠れ事

E
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
申
の

出
火
防
止
に
つ
い
て

乾燥機を使用するとき

は、次のことに注認してく

ださい。

・使用前にはバーナーの消

州、ベルトの点検を行っ

てください。

・給油の際には州をあふれ

させないようにし、あふ

れた均介はすぐに後始末

をしてください。

－使用中は時々見凶りを行

ってください。

・消火慌を備え付けるよう

にしてください。

なお、回畑でもみがら等

を焼却するときは、胤の強

い日や宅気の乾燃している

Uをさけ、消防将へ照け山

てから行ってください。

生活必需昂価格

8月 分 （毎月 5日現版刷出 !f¥f)i:: flJ 

百占 名
平均他i 絡

8向 白1iJ'I比 1）~lf例月比

ガ ソ ン

千l ｛燐ν＇cI t l 
112 -3 -3 

illl 灯 ill! 

？型 （！！~；主 18 t) 
992 。 ・53

1'11¥ L p ガ ス
(5m'l 

3.571 +469 +131 

卜｜
台所 HI 洗 剤

212 。
｛’，，性洗剤1600me>

+31 

Ill 
ティッ シニLペーパー
(400校人× 5fi'i人り｝

60戸dr.: +100 +73 

,',t, トイレットペーパー
｛故紙ロール4倒産Ill

435 ー2 +18 

ft ,, 
J〆

（将.iillM6枚入リ｝ 181 +3 +3 

h日 7 - ガ リ ノ、

(450g 1 I日｝ 283 。
工

しょう i111
578 

<I .8 eベパ、ボトJレ人り｝
。 ・5

n サ フ ダ ill! 
｛ポリ’t平総700g人り）

435 +19 +127 

lul 
と う 、々

｛もめん l丁） 108 。 +5 

斗4 手L
( 1 tノてック人り｝ 258 。 +9 

午 i対
（’ I ＇~士I b b JOO店｝

540 +43 +60 

11¥ i勾
（中［，！：Jもら IOOgl

236 +21 -9 

Z高 l}ji 

量下 (Mサイズ1OO~l 
210 。 +3 

;i). 喧、F
(1"i・Jl!!1'11'1 I kg) 

207 ・5 +16 

食 I！オ1. l、 し よ

(1"i・Jl!!1'ii'1 I kg) 
231 +2 -5 

川F口古
キ べ’ ハぇ ‘Y 

(17.ii!l1'11'1 I kg) 
148 ・69 ー526

ーー ，、〆 、ユJ， ン
（；＇~·iilli'11'1 1 kg) 

285 ・22 ー100

な

か

よ

し

広

場

｜
育
児
相
談
｜

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
、
保
育

所
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

川
舟
ア
円
榊
午
前

9

時
初
分
か
ら
日
時
加
分
ま
で

会
場

犬
家
一
見
保
育
所
（
8

m
M

’0
5
0
1）

 

対
象

保
宵
所
入
所
前
の
乳
幼

児
と
続

・
家
族

内
容

税

r体
様
、
下
迎
ぴ
、

砂
遊
び
、
向
山
相
談
な
ど

※
参
加
伐
は
無
料
。
次
回
は

け
パ
に
実
施
の
，
F
Mで
す
。

......... ーーー．． 田 明晶

聞
い
台
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（会
m
t
3
3
0
9）

※
叩
月
に
も
2
回
予
定
し
て
い

ま
す
。

H
時
、
場
所
は
叩
片
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

’U
9月
9
日
は
救
急
の
日

救
急
山
中
を
利
附
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
伐
必
し
ま
し
ょ
う
0

．
1
1
9
4
m
で
以
内
心
中
を
一史的

し
、
ケ
ガ
人
や
急
病
人
の
射

し仕
の
符
体
、
性
別
、
何
十
船
、

助
所
を
あ
わ
て
ず
、
は
っ
き

り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・
数
急
車
の
ピ

l
ポ
l
サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
救
急
出

を
誘
導
し
て
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急
点

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
本
当

に
必
要
と
す
る
人
の
利
用
を

妨
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
沌

怒
し
ま
し
ょ
う
。

E
契
約
や
遺
言
は
公
正
証
書
で

叩
月
1
日
1
7
日
は

『公
証
週
間
』

・
公
正
統
持
は
、
法
務
大
臣
が

任
命
し
た
公
証
人
が
作
成
す

る
公
文
円
で
す
。

・
お
金
の
佐
伯
、
七
地

・
他
物

の
賃
借
な
ど
の
契
約
や
治
一J

は
公
正
統
出
で
作
っ
て
お
け

ば
安
心
で
す
。

・
公
正
託
料
は
、
強
い
説
拠
カ

が
認
め
ら
れ
ま
す
し
、
金
銭

の
支
払
い
が
実
行
さ
れ
な
い

と
き
は
、
裁
判
に
か
け
な
く

と
も
強
制
執
行
を
し
て
取
り

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協
議
離
婚
の
際
の
縫
育
費
や

慰
謝
料
の
支
払
い
、
財
光
度
分

う
に
つ
い
て
も
公
正
証
内
に

し
て
お
く
こ
と
で
す
。

・
辿
言
は
、
公
杭
人
と
相
談
し

て
椛
夫
な
公
正
訓
ガ
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
公
正
誠
九

辿
バ
は
、
公
訓
役
場
が
保
行

し
ま
す
の
で
紛
失
や
改
ざ
ん

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

．
公
正
訓
H
H
に
つ
い
て
の
制
淡

は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

魚
津
公
説
役
場

（
帽

U
M
’6
7
4
7）

無
料
公
証
相
談

（公
証
人
に
よ
る
各
様
契
約
・

進一
一J白
等
の
相
談
）

日
時

ω月
1
日
附
午
後
1

時
か
ら
4
時

会
同
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
3
隙

・国

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（合
旬

。
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

秋
篠
山
さ
ま
江
市
林
倣
治

摘
に
満
ち
る
け

稲町民－
N
パづ

麟

耐

採

決

版

チ

チ

松

村

的
と
即
日
（
仁
．
ト
）
後
勝
川
正
附

新
台
所
か
ら
の
地
球
関
段

環
境
総
合
研
究
所

自
由
の
森
で
大
学
ご
っ

こ

永

六

輔

他

お
江
戸
さ
ん
ぽ
迫

杉
浦
U
奈
子

忽
い
を
あ
ら
わ
ず
、
家
づ
く
り

州
問
附
夫

も
も
こ
の
河
川
さ
く
ら
も
も
こ

不
安
で
た
ま
ら
な
い
人
た
ち
へ

J
－

M
・
シ
ュ
ウ
ォ

l
ツ

突
幣
三
角
べ

l
ス
閉

総

名

誠

細
野
正
信

森

毅

名
両
の
秘
密

ぼ
ち
ぼ
ち
い
こ
か

い
い
わ
け
す
る
な
！

杷
T
h
H

帥崎．

必

1
1
・
a
“

円吋

・
あ
ぐ
り
の
作
へ
の
手
紙

U
H
行
あ
ぐ
り

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
川
家
川
本
の

危

機

小

此

木

持

活

什

（
小
説
）

死
体
の
冷
め
な
い
う
ち
に

芦

辺

拓

。
ん
ね

輪

廻

の

暦

荻

原

葉

子

小
説
「
虫
吉
」
（
旧
約
編

・
新
約

編）

W
－
ワ
ン
ゲ
リ
ン

カ
ッ
ト
グ
ラ
ス

白
川

巡

＆
ね
ず
え

機
居
刑
事
の
「
人
間
の
海
」

森
村
誠
一

Z
J
J
、
，
J
リ

川正、
J
o
ur

リ
ミ
ッ
ト

ロ
ー
マ
の
休
川

Jll 
は
ill I 
－＂－.. ・

M 
Jll 
はノ、
海ン
ヘタ

イ也

S
－
オ
デ
l
ル

海？：税； 太
燕i 公
ホ望
テ：：¢：：
ル さ

プき
ル出

荒船 l麻城
｛失戸 耶谷
与雄白

宏 一 向光

小
説
始
皇
尻
市
暗
殺

本
の
紹
介

入
聞
は
笑
つ
:i!li'!il> 
A瓦忌ι

で
あ土
る屋 』

賢

お
笑
い
何
学
者

・
プ
ロ
フ
ェ

ッ
サ

l
土
肢
が
、

「
口
利
に
な

れ
と
い
わ
れ
た
ら
ス
地
球
の
さ

ま
よ
い
方
」
「
わ
た
し
の
葬
式
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
l
マ
に

つ
い
て
諸
る
、
ユ
ー
モ
ア
エ
ッ

セ
イ
。

回ヨ・



くコ市町画面

愛

の

献

血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
7
刀
突
胞

分
、

公
印
は
側
叫
、

※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

m
M献
血
者
）

崎
明
地
区
公
広
川
琢
也、
会
民
（
席
前
下
、

会
匂
坂
友
秋
、
会
前
川
邦
子
、
A
H
水

品
則
郎
、…
仏
川
順
子
、
水
励
泌
総

宮
崎
地
区
会
計
日
本
珠
災
、
会
中
小
山
畑
氏

湖、
会
竹
谷
治
一

、A
H
水
尚
一止之
、
会

中
谷
町
二
、
会
長
作
辺
義
、
合
加
川
服

川
同
問
、
会
水
印
刷
榔
行
、
会
川
勝
千
仙
紙
、

※
心
山
川
出
掛
さ
ら
え
、
凶
作
品
干
ザ
、

一い山
内

桁
尖

笹
川
地
区
会
折
谷
建
失
、
台

小
林
剤、
A
H
小
林
反
チ
、

長
井
清
災

泊
地
区
会
新
印
縦
、
会
水
島
市舟円
以
、

合
平
崎
良
縦
、
会
加
山
脇
田
隈
志
、A
H
竹

中
ぷ
保
、
A
H
堀
田
哨
炎
、
会
出
制
収
博

芯
、
会
沢
本
自
八
、
介
。

u明
美
、

合
後
辰
男
、
会
込
尾
れ
伴
、
占
H
H木

朝日町役場

f近代化した治駅』
業務の増加に加え駅

舎の腐朽などのため、

昭和48年に従来の木

造舎屋を取り境し鉄筋

の立派な駅舎が建てら

れた。（昭和48年3月）

一相
ぷ
、
合
町

n利
必
子
、
品
H

湯
山
附
、

占H
ト〈
公
打
的
川
、
ム
M
M
m
脚
副
総
下
、
A
H
大

谷
範
行
、
会
河
村
以
下
、
ム
H
W
T
崎
大

治
、
※
平
坂
硲
司
、
平
崎
息
子
、
阿
部

行
夫
、
終
川
真
滋
、
加
勝
久
美
チ
、
問

中
修
、
根
建
光
忠
、
的
問
叫
問
、
折
谷
仁

美
、
寺
悶
直
尖
、
官
同
沢
和
炎
、
総
下
uu

忠
チ
、
米
旧
淳
、
大
門
順
下
、
反
比

-r写誕で見る朝日町のう
つりかわりjより

いづみ、m中兵息子、守問自ド織、
総本武志、ヒ沢Hr、山崎明了、

片桝下一応、水内川口子、新械川同ハ災、

総内制服子、的…沖ますえ、間的別、

ト〈ぷUHAH子、μ什行収作五節庄

地区会広川似一郎、会柳川臥出川、

公判村笥芯子、ムH浜川兆子、会

脇山一以奈美、会加総奥山了、ムH

宵問問然、AMm刷附容了、会穴久保

車、ムH舘繁忠、会山手峰、会篠悶

彩彦、会沢谷絡一、AW浜宏俗、合

同判明将人、佐波香織、佐波静香、

板綴としえ、凶附災一旬希、浜川

けい子、江端附炎、問問州明炎、河

内山（紀商係地区合大麻秀一

郎、会内山民治、カ雌川什山、AH

氷川必時、カ坂口犯、会ト仁川敏

刻、AH収縦一此仙眠、AHHH削下が、会

谷川正チ、公開川川V必夫、※火

取桝同附彩、※史問中仏附問、※南部広

炎、長崎間附、白寸川麻チ、近勝美

保チ山崎地区会長総章治、食

小杉泌問、会初山利則、AM本附

浮，T、AH久保問良一、会一巡沢問、

AH山市減、AM水野光陣、合大内川

仰い十一、食品川丸山比之、会九照的刊犬、

AH仁沢品川時、※民凶作織、※け

附利子、※久保川凶作子、ハ什日前

九ぷ、ト八ね純子、次述行AHf、稲

荷制限、大行政千、卜八ル総子大

家庄地区AM上MM析品、会川LL柄引、

9月の告種相談
〈相談は無料です〉

~木日） 
交通事故相談所

I 0:00-15:00 魚津総合庁舎

~月日） 
裁判所出張調停相談

13：・00～16：・00 福祉センター

~火日） 
心配ご、と相談・家庭児童相談

13:00～16:00 楠祉センター

~水日） 
社会保険出張相談

I 0:00-15:00 役場会議室

1？水）日

心配ごと相談・行政相談

税務相談・人権相談

13：・00～16:00 楠枇センター

2~火）日 心配ごと相談

13:00～16:00 福祉センター

2~火）目 心配ごと相談

13:00～l 6:00 福祉センター

30体）自 社 会 保 険 出 張 相 談

10:00～l 5・00 役場会説家

※/:J:(HJ；持参

機能訓練
(Iii可す・'l11~J~fii'. f1·)

場

｛以北nセンター

A
T品

9J 12211（火）
13:00～13:30 

Livii1191 lnfori町田•1iii（）『l

健康インフオメーシヨン
問含せ：保健センター合83-3309

事 業名 I Jl El 
（対象者等） ｜ 受付 ｜時間

幼
、
台
大
村
総
人
、
合
大
半
明
子
、

A
H
治
問
敏
子
、
会
中
島
千
同
県
勢
、
合

前
中
小
家
子
、A
H
出
林
野
総
、
A
M
m

辺
友

明
、
合
大
谷
制
裁
、
会
橋
本
米
子
、

会
米
岡
総
、
食
品
ザ
附
強
、
A
H
酒
井
孝

明
会
加
藤
秀
樹
、
A
H
笛
川
美
御
代
、

会
米
悶
妙
子
、
A
H
氷
見
雅
治
、
会
近

江ト
A

久
設
、
ムM
荒
応
酬
開
高
、
A
H
納
水

ト
マ
ト
と
卵
の
ス
l
プ

新川｛米地JiJ[ 

i以似センター

心の健康相談 19J 1711 . 2111 

（予約；村川での受H1いずれも(JJ) 
(7ちします匂（ft52・1224)J I 3: 00～14:()() 

子育て教室

円｜～2カ！！のね ん）
とおNさん ※ 

引 11811（金）
13:30～13:40 

五世・・・ ・・・小さじ 1/2

こし ょう・ ・・・・少々

卵 ・．．．．．．．．．．・2個

1以＃J!センター

保健センター

（以陛センター

保健センター

I OJ 1611 （火）
※） 19:30～l o:oo 

9112411（本）
13・：（）（）～ 13:30

9) 12911 （火）
13:00～13:30 

9J 12211（火）
※） I 9:30～1 0・：oo
一ーーー＋ー

4か月児健診
( I （）＇.ド4J~1 ’I：まれ

1歳6か月児健診
(9'iド2・31-1生まれ

※） 

1歳児健診
(9ji:8・9月＇I：まれ

3か月児健診
(I 0fi'6J I’t.まれ

t作り方

① タマネギは iセンチI怖に切る。

｛まくし明に切る。

② なべにilllを熱し、タマネギをいためる。

G辺Qtこ水とスー プの素、 トマ トを加え、

約5分！日lにる。

④11,r¥、こしようでl味を整え、卵をはぐして

流し入れる。

トマトJ 
C健康｛車線教室及び健康相絞 （いずれも希望者｝は、9局4回、11目、18日、

25日（金総日）午前98寺30分力、ら保健センターで、老人J酎Jlセンターでの
健康相談は9月1白、8白、22日、298（火眼目）午後1時30分から、 9月16
日（7)<織田） !;J:~量採集落センターでも行っています。

保健センター
9J J 1611 （／ド）

9:30～11。30

※） 

育児相談
（相談ぷ望者 ※） 

｜ 績神保健福松ボランテイア講座受講生募集 ｜ 

‘国

会
仰
い
仁
川綿
入
、
会
山
本
城
、
A
M
沢
川

h
J
r

側、
A
M
日
仏
沢
局、
A
H
山
中
淡
い
、

A
Hh
川
本
セ
キ
、

命
令
川
下
作
、
A
M

州

山
初
枝
、｛
M

．h
柏
町
村
、ム
M

山
附
矧

尖
、
柳
沢
山
紀
チ
、
山
本
奈
緒
子
、

大
久
保
裕
美
、
日
仏
沢
氏
自
炎
、
削
向
制

緩
チ
、
加
納
昭
下
、
尚
ぬ
ス
エ
子
、

川
瀬
京
チ
、
東
伊
都
千
（以
上
川
名
）

第 2.g鍔4土鰻白は外来イホ言書（試行｝です。
主号、患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付けします。合83-1160

物損事故

90 
(126) 

直史

傷詣

93 I 305 
( 1 1 6)1 (351) 

交通事故発生状況調
7月末現在 ｛）内は前年同月比

29 
(43) 

易 m
死者。
(2) 

0 
(0) 

人
一
開
拓
山

店

管

28 
(36) 

朝日町

休日救急診療当醤医符鵠～午後間

9月 6日（日） 寺崎医院 宮 82-1118

9月13日（日） 申川医院 H82-0120 

9月15日（火） 題東病院 合 83-2299

9月20日（日） 松富医院 ft82-0051 

9月23日（7.J<) 丸川病院 宮 83-3391

9月27日（日） 伊東医院 宮 83=0504

あさひ総合病院

ガソリンスタンド休日当番店
9月 6日（日）朝 白 石 油In82-0661 

9月13日（日） 大谷石油Ina2-0703 

9月15日（火）I 全店営業

9月20日（日）小川石油｜告83-3033
~ 

9周23日（7.J<) 全店営業

9月27日（日）浜岡商店｜岱82-0578

霊安綴自曹関／午後7日号～午後11日寺
霊宝54-0731

t幸男事日／日!llil8.彼自

所在 地 ／ 照都市消防滋向側

・受読ます象者 ：精神保健福祉ホ．ランティア活動について関心と意欲のある地i或

住民の方。定員25名。

・講座臼緩 ：9月24日｛木｝、 10司28（金』・16日（金）・21日｛水）. 28日（水）

1 1月11巴（水）・198(/t<;)

鍔長男はいずれも午後1時30分力、ら午後48寺まて0

・演庭内容 ：訊潟、社会復帰施設史学、ピテオ学習など。

・会 I易：新川保健所ほか県内各総殺なと。

・受縞料：無料。ただし受5品、克家等に要する交通貨は受務者負担に4より
ます。

・申し込み： 9月148（月）までに新川保健所（会52・1224）へ連絡くたさい。

新川地区休日夜間急患医療センター軍国.



申学生が自らの体験を発表
一一少年の主張県大会で

大濠君が特別賞一一

仕事の楽しさ肌で実感
一一 中学生が町内企業を職場訪問一一

県
内
の
中
学
生
が
自
ら
の
体
験
を

通
じ
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
す
る

｛第
二
卜
同
少
年
の
主
張
県
大
会
」

が
八
月
三
H
、
市
山
市
の
高
芯
会
館

で
問
か
れ
、
特
別
賞
に
朝
H
中
学
校

三
年
生
の
大
津
和
之
者
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
円
千
六
百
二
十
五
人
の

応
募
が
あ
り
、
当
円
は
十
二
人
が
出

場
。
大
津
科
は

『健
康
な
人
に
附
る

「
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
』
と
い
う

題
で
発
哀
を
行
い
ま
し
た
。

将
米
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
お
う
と
七
月
二
十
九

H
と
三
十

一

日
の
．

一日
間
、
棚
田
中
学
校
の
三
年

性
約
6
・
一十
人
が
、
町
内
六
カ
所
で

職
場
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

進
路
学
期
刊
の

一
段
と
し
て
以
休
み

を
利
用
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
実
体
験
を
迎
し
て
職
業
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を

H
的
に
し
て

い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「ア
ス

カ
」
で
は
、
川
十
一一
．
人
が
卜
じ
店
側

に
分
か
れ
、
尚
仙
の
隙
刈
や
前
中
な

作
業
会
』
辿
し
て
、
職
場
の
が
川
討
を

肌
で
災
感
。
日
ご
ろ
体
験
し
た
こ
と

な
い
仕
引
に
、
性
従
た
ち
は
「
克
隙

の
社
引
が
分
か
っ
て
楽
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

News & Topics 
1111111.j新

tJl 

f 〆 .J.-τ、

おすこやかに ザベh
（／~生 LIl 一～

7/10 寺問晃太（男）

司
織

真
美樹

水島タ稀（女）審

食7月届出分

7/17 

おめでとうございます

f
 

邸
主

崎

！｜｜ 

よ迫下

察知県海部部経団寺町

Jll 

旧J

1tぞ 川

婦中IDT

宮

符j

主草

ifi"; 

折戸長会手（女）党淳子

t染
(88) 

(88) 

を

せ

介

子

仁

子

議

子

わ

大

峰

正

祥

あ

谷

井

本

野

波

居

れ

折

牒

山

水

佐

土

ご めいふく

校

次

3人目誕生

初

長

平

谷

7/17 

大

戸
打
川・守ee

元J議数

目I

幼； ~J=.I町

大 ！ミ！

西下問［

中

(56) 

(89) 

(69) 

(88) 

(79) 

午

r
，aτ
B
 

子

だ

治

作

似｛

興

さ

4玲

聖子

,1::!1 

Ji奈

越

口

水

7J< 

秒t

谷

H
H

”
 

み
H
H

第5回 融カfヅプビーチト地図i始 、

lllT 

U
本

山
巾

(62) 

(79) 

雄

士
ロ主導

d泰

キサ

近

大

楽
し
く
料
理
を
作
り
ま
し
た

ー

へ
ル
シ
l
親
子
食
卓
運
動
｜

料
開
を
作
る
楽
し
さ
や
大
切
さ
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
八
月

一
目、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
ヘ
ル
シ
l
親
子

食
卓
運
動
母
と
子
の
料
理
教
室
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
小
学

一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
親
子
二
十
二
人
が
参
加
。

チ
l
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
カ
ル
シ

ウ
ム
を
多
く
含
ん
だ
食
材
を
使
い
、

「
ス
パ
ゲ
テ
ィ

・
ペ
ス
カ
ト

l
レ
」

や
「
ス
イ
カ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
な
ど
川

口
聞
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

第
5
回
端
翠
カ
ッ
プ
ピ

l
チ
ボ
ー

ル
全
岡
大
会
が
7
月
お
、
初
日
の
2

H
問
、
「サ
ン
リ
l
ナ
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ω歳
以
上
を
対
象
に
し
た
こ
の
大

会
に
は
、

7
都
県
辺
市
町
か
ら
3
0

7
人
が
出
場
。
熱
戦
を
通
し
て
友
好

の
輸
を
広
げ
ま
し
た
。

男
子
は
い
い
ち
こ
（
朝
日
）、
女
子
は

氷
見
ク
ラ
ブ
（
氷
見
）
に
誘
翠
カ
ッ
プ
。

※
男
子
の
部

V
ひ
す
い
（
l
位）
リ
l
グ

－
悦
い
い
ち
こ

（

朝
日
）

2
位
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
C

（高岡）

V
う
み
ひ
こ
（
2
佼
）
リ
ー
グ

般
若
ク
ラ
ブ

ー
な，4
B
 

2
位

（耐波）

ヒ
ス
イ
コ
ー
ス
ト
（
朝
H
）

日IT

、l羽二~

羽

上i直下

型f

入

舟川新

栄

f;i 

(87) 

(86) 

(77) 

(82) 

(92) 

(79) 

や

、寸主
[F.I 

よ

よ

あ

み

列二

「lノ、

み

品

r;;~ 

1t-

問

口

7]< 

山右

谷

十
回

長

由

tB目

た
く
ま
し
く
抱
っ
言
ぎ
た
老

ー
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
探
険
隊

l

七
月
二
卜
八
け
か
ら
一一一
卜
一
日
ま

で
、
都
一川
の
三
議
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

で
「
あ
さ
ひ
わ
ん
ぱ
く
採
険
隊
」
と

題
し
た
ロ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
町
内
の
小
学
川
、

六
年
生
卜
七
人
。
子
供
た
ち
は
向
分

た
ち
で

T
作
り
テ
ン
ト
の
訟
中
川
ゃ
れ

炊
を
し
た
ほ
か
、
尚
保
向
上
程
山
や

イ
ワ
ナ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
れ
然
の

小
で
多
く
の
こ
と
を
体
験
。
一

一川り

も
こ
川
り
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

V
や
ま
ひ
こ
（3
位
）
リ
l
グ

ー
ん
机
加
般

2
杭
一
樹
井
愛
好
会

V
つ
つ
じ
（
4
悦）
リ
l
グ

－
倣
ア
カ
ツ
キ
（
朝
円
）

2
位

庄

川
山
吹
ク
ラ
ブ
（
圧
川）

※
女
子
の
部

V
ひ
す
い
（
l
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

－
位
氷
見
ク
ラ
ブ

（氷見）

2
位

大
家
庄
ス
マ
イ
ル
（
刺
H
）

V
う
み
ひ
こ
（
2
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

－
位

水

郷

（

滋

賀

）

2
位
淑
の
森
フ
レ
ン
ズ
（
小
杉
）

V
や
ま
ひ
こ
（
3
伎
）
ブ
ロ
ッ
ク

－
位
ピ
ン
キ
1
ズ
（
滑
川
）

2
位

下

段

B
B
C

（立山）

V
つ
つ
じ
（
4
位
）
ブ
ロ
ッ
ク

l
位
明
間
レ
デ
ィ
ー
ス
（
東
京
）

2
位
伏
木
体
力
づ
く
り
ク
ラ
ブ

（魚津）

（嗣
井）

（官
州問）

。届出はお早めにO

14日以内

7日以内

※このコーナーに名前を載せ

てほしくない方は、役場住

民生活課受付けにお申し付

けください。

出生届

死亡届

曹関・
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崎巴人 (1917年～）

「川
的
も
と
刷
凶
の
化
せ
る
所
に

し
て
そ
の
制
ベ
や
人
の
変
わ
る
と
こ

ろ
な
し
、
械
れ
た
り
、
流
れ
去
る
山
記

J

山石

去
米
の
川
に
人
知
ろ
う
州
門
的
中
米
心
」

と
貨
が
代
日
き
込
ま
れ
て
い
る
。

六
山
一
刻
の
大
剛
而
に
、
挑
発
ポ

ー
ズ
の
雌
の
河
童
に
、
雄
の
河
童
が

会
い
に
や
っ
て
米
る
と
い
う
凶
。
位、

舵
に
般
に
小
魚
と
、
勢
い
に
采
っ
て

．
%
川
成
に
揃
か
れ
生
命
感
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
戦
後
、
附
相
．． 

卜
年

代
山
人
が
政
出
の
時
代
、
日
山
以
内

で
附
い
た
作
品
で
あ
る

「巴
人
の
河
従
」
と
J
わ
れ
る
ほ
ど
、

川
並
を
好
ん
で
描
い
て
い
る
。
巴
人

が
川
恨
の
品
を
初
め
て
訂
に
し
た
の

は
付
か
ら
、
い
け
併
ぷ
の
制
父
、
円
附
：
・
v

，
均
九
の
品
で
、
…
ー
の
け
に
行
抑
（点
以
）

の
陥
の

k
で
川
悦
小
川
川
が
制
れ
て
、

制
ハ
父
が
．
附
し
た
と
こ
ろ
、
強
を
く

ら
ま
し
た
と
い
う
以
米
、
山
人
の

心
に
河
前
が
住
み
つ
い
た
。
出
や
山
ド

の
群
れ
の
中
に
、
河
主
の
川
が
光
り
、

人
間
の
前
例
の
業
を
じ

っ
と
縦
悦
し

て
い
る
明
中
で
も
、
水
中
で
も
い

た
る
と
こ
ろ
に
が
配
し
、
山
山
山
什
配

で
あ
る
刈
次
を
と
お
し
て
、
ひ
と
つ

に
執
行
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ひ
と
つ

を
凡
失
う
こ
と
に
な
る
。
本
米
、
煎
で

あ
り
移
り
ゆ
く
こ
と
に
身
を
ゆ
だ
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
行

4

引訳出

水
の
段
地
を
長
射
す
る
。

一
岩

崎

巴

人

展

一

九
月
六
日
間
ま
で

一一一寸

第19回朝日町美術展

ー
拡
大
版
｜

芸
術
の
秋
、
あ
な
赴
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
っ
・

10月31日（土）～11月3日（火）

コミュニティホールfアゼリアj

絵画、書、彫刻 ・工芸、写真

朝日町小中学綬美術劇

町在住、勤務及び通学す

る者で高校生以上の方

。応募期限 10月18日（日）

搬入は10月28日（水）

応募要項、出品申込告は、ふるさと

美術館、教育委員会、役場受付、福

祉センタ一、 アス力にあります。

詳しいことについての問い合わせ

は、朝日町立ふるさと美術館

(ft82-0094）まで。

。期問

。会場

。部門

催

問問

期

新

B
F

ト

υ

／晴
＼
N
W

報＠
室広

t
・司、

i
ぷ

V

「ま
た
刷
か
：
：
：
」。

今
年
の
日
以

は
何
度
こ
の・
J
拡
を
け
に
し
た
こ
と

だ
ろ
う
れ
A
匁
斤
は
八
ハ
卜
阿
川
、

「A
r
作
の
悔
刷
附
け
円
J
は
し
な
い
」

と
発
表
し
た
。
八
川
の
い
州
川
も
観
測

史
上
最
尚
を
記
録
。
幸
い
朝
日
町
で

は
大
き
な
岐
市
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
県
内
作
地
で
は
火
山
に
よ
る
被

刀
が
相
次
い
だ
こ
の
ぷ
候
不
順
に
、

山
作
物
へ
の
協
怖
を
心
配
す
る
山
家

の
万
も
多
い
は
ず
だ
V
こ
の
川火山川河

仇
事
は
肘
仰
心
作
地
で
起
っ
て
い
る
中

川
や
隙
川
で
は
、
ル
小
引
け
で
多
数
の
避

難
住
民
や
－
先
行
が
発
生
。
逆
に
、
ア

メ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
は
熱
波
に
よ
る

被
古
が
相
次
ぎ
、
熱
射
病
に
よ
る
死

抗
日
や
お
林
火
災
が
発
生
し
て
い
る

’M
M
m
の
力
に
人
川
は
小
さ
な
が
紅
た

と
改
め
て
川
ゅ
う
V
地
球
が
誕
生
し
て

約
問

l
六
億
年
。
そ
の
聞
の
制
度
変

化
で
絶
滅
し
た
動
物
も
数
多
く
い

る
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
以
近
の
異

常
試
象
は
わ
ず
か
な
こ
と
か
も
し
れ

な
い
し
か
し
J
お
ご
れ
る
行
は
久

し
か
ら
ず
“
と
い
う
J
艇
も
あ
る

こ
の

「兇
常
気
象
」
は
人
知
へ
の
河

竹
に
も
感
じ
る
。

の

．謂Hl0.8.1現在 ｛｝は前月比世得数5,120 (-2) 計16,800（ー18)女8,892(-5) 〔町の人口〕男7,908(-13) 


